
h
F
カ
ザ
プ
ロ
ウ
ヤ
マ

一品
三
郡
山

行
川
部
品
川
谷

に
在
る
。
高
さ
一
四
一
一
一
一
米
。
地
質
石
英
相
同
省
。

針
谷
か
ら
山
頂
ま
で
八
粁
。

タ
カ
シ
マ

高
島
開
票
制
目
出
品
の
郎
町
市
西
方
の

岩
磁

o
m島
と
も
暫
〈
。

hm
カ
ザ
ハ
ジ
ユ
ン
ス
ケ

高
濃
順
介
初
名
仙
附
、

前
は
問
、
手
は
凶
樹
、
結
路
と
脱
し
た
。
本
多
政
務

の
mw隠
で
、
覚
政
・草
和
前
後
の
人
。

主
力
サ
ハ
ゼ
イ
フ
コ
ウ
一
品
遇
税
賦
者

一
加
。

背
阿
部
忠
瓶
詰
。
忠
聞
は
御
郡
都
行

・
改
作
器
行
に
限

任
し
た
か
ら
、
加
賀
務
の
腿
制
に
間
関
す
る
初
出
起
を
多

〈
花
め
た
が
、
後
に
そ
れ
を
務
理

L
て
改
作
稲
製
把

録
と
凶

L
、
御
問
料
用
岨
輔
の
泌
総
と
な
っ
た
。
高
糊
税

賦
考
は
そ
の
中
の
一
部
分
を
お
し
た
も
の
ら
し
〈
、

領
内
一
白
姓
の
年
貨
の
沿
革
を
恕
し
で
あ
る
。

h
F
カ
サ
ハ
h
F
ダ
ヨ
リ

高
漂
忠
順

逝
得
平
次
右

衛
門
、
初
柿
岬
翁
忠
。
波
路
七
年
帝
人
勘
太
夫
の
治
知
四

百
五
十
石
を
製
ぎ
、
御
川
町
廻
に
列
L
、
能
州
御
郡
奉

行
に
任
じ
、
安
永
九
年
改
作
器
行
、
天
明
五
年
組
外

務
阪
と
な
っ
た
が
、
問
年
九
且
財
政
に
闘
す
る
建
総

そ
な
し
た
お
閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
年
御
施
、
究
政

四
年
加
州
御
郡
奉
行
、
六
年
物
調
加
御
作
尽
奉
行
に

任
じ
、
十

一
年
正
且
七
日
六
十
九
歳
を
以
て
夜
。
忠

阪
は
喝
柏
田
と
観

L
、
改
作
所
出
由
紀
一
名
首
相
附
録

・
改

作
樋
製
記
録
・
一
一品得
混
賦
考
・
金
部
事
蹴
必
録
・明
私

筑
間
配
・
喝
舶
聞
記
録
・年
代
械
製
等
の
詰
が
あ
る
。

h
F
カ
サ
ハ
ロ
歩

肯
間
違
録

l
カ
イ
サ
タ
Y

ヨ
キ

ユ
ウ
キ
附
皿
作
所
一
泊
担
。 タ

カ

民
瀬
旭
誕
の
日
間
取
市
中
悩
忘
に
、
安
政
七
年
(
市
町
延

元
〉
正
且
十
三
日
旭
荘
が
金
揮
で
菊
制
に
曾
し
た
こ

と
を
担
L
、
指
則
的
が
丙
午
の
鼓
(
弘
化
=
一
〉
江
戸
よ
り

叩
却
に
隠
っ
た
と
あ
る
を
見
る
が
、
未
だ
そ
の
祥
俸
を

得
ぬ
。

主
力
シ
マ
ヤ
デ
ン
Z
モ
ン

高
島
屋
慎
右
衛
門

越
前
段
賀
の
町
人
で
、
そ
の
家
は
前
回
利
家
の
時
か

ら
光
高
の
代
に
至
る
ま
で
、加
賀
拙
仙
の
悶
色
町
勤
め
た
。

タ
カ
ジ
ョ
ウ
鷹
匠

前
閉
利
家
の
時
に
も
関
野

常
行
aJ
た
が
、
利
授
は
掠
に
之
官
好
み
、
川
出
長
十
年

そ
の
出
山
に
限
肢
の
時
の
士
似
に
も
、
御
間
師
rA
百

石
高
聞
附
帥
助
以
下
一

一吉
rA
十
石
・
二
百
石
・
百
石
の
人

人
三
十
名
が
あ
る
。
利
日
も
亦
同
じ
〈
、
町
永
四
年

の
士
般
に
、
御
附
山
附
栄
三
百
石
商
凶
州
問
助
以
下
三
十

抗
名
が
見
え
、
こ
れ
等
は
皆
侍
縦
で
あ
っ
た
。
綱
紀

の
時
に
需
品
υ
、
改
め
て
邸
陀
宇
一
歩
縦
の
者
と

L
、
小

顕
に
の
み
知
行
を
賜
は
っ
た
。
見
文
十
一

年
の
士

般
に
、
阪
陀
組
小
説
二
百
石
大
半
源
右
衛
門
・
何
百
拾

石
丹
羽
惣
兵
衛
が
あ
る
。

h
F
カ
ジ
ョ
ウ
マ
チ

鷹
匠
町

金
制
仰
の
川
名
。
小

ホ
野
の
う
ち
で
、
滞
政
巾
剛
山
陀
の
住
宅
が
あ
っ
た
依

に
附
名
と
し
た
。
寛
文
の
初
頃
、
凶
郎
尽
を
小
京
野

へ
移
し
た
と

M
m昌
披
問
答
に
見
え
ろ
か
ら
、
剛出陀

の
院
第
を
こ
与
に
隠
は
っ
た
の
も
附
時
で
あ
ら
う
。

生
カ
ス
一
一
晶
須

以

半
『梢
名
舟
の
内
の
小
手
。

h
F
カ
セ

一
一
品
潮
江
泊
籾
山
中
地
泉
地
札
町
流
れ
る

山
中
川
の
う
ち
、
必
勝
儲
か
ら
上
流
を
い
ひ
、
一前期

的
火
と
組
し
て
詩
歌
に
祇
ば
れ
る
。
卯
町
民
集
に
山
中

十
銭
高
槻
漁
火
『
い
さ
b
火
に
か
じ
か
や
披
の
下
む

せ
び
芭
蕉
』
と
あ
る
。

hm
カ
セ

高
潮
長
家
家
総
に
、
第
十
三
代
長
九

郎
左
衛
門
尉
政
辿
弟
光
州
問
、
初
め
左
脳
助
と
酬
明

L
、

能
州
民
荒
郡
高
槻
城
に
限
り
、
後
に
政
辿
は
戦
波
し

て
そ
の
鮪
子
石
若
丸
幼
少
で
あ
っ
た
錦
に
、
家
系
札
γe

綴
い
で
穴
水
械
に
修
っ
た
と
あ
る
。
今
回
表
測
に
お

制
は
な
い
が
、
烈
お
か
又
は
消
滅
し
た
か
も
明
ら
か

で
な
い
。

主
力
セ
ヤ
マ

高
瀬
山

珠
洲
榔
小
木
の
西
方
に

主
力
h
F
キ
ユ
ウ
ベ
エ
宮
岡
田
久
丘
一
街
路
践
に
て

前
川
利
家
に
仕
へ
た
士
。
そ
の
蛸
子
木
工
は
前
悶
利

長
の
時
召
出
さ
れ
た
。

主
力
主
ジ
高
田
寺

以
南
部
雨
時
凶
に
在
っ
て
、

民
言
宗
に
闘
す
る
。

山
蹴
は
銅
山
0

・も
と
銅
山
鯨
品
川

祉
の
枇
併
で
あ
っ
た
。
能
務
総
に
、『銅
山
の
則
骨
闘
を

悶
之
幼
と
い
ふ
。
今
高
山
寺
と
都
す
。
此
寺
雨
時
凶

家
の
常
総
加
に
て
、

R
-一言問の
古
利
也
。
』と
見
え
る
。

寺
山
棋
に
木
造
努
師
如
来
座
像
体
尚
一
米
坑
四
鶴
、
木

造
阿
弧
陀
如
来
座
像
休
前
一
米
凶
二
館
、
木
治
制
迦

如
来
座
品
開，
体
・
日
間
上
が
あ
り
、
室
町
時
代
の
作
と
総

め
ら
れ
吊
。

主
力
主
セ
キ
ス
イ

一一回岡
田
石
水

前
川
文
堂
の
二

子
で
加
に
家
を
起

L
た
。
名
は
守
制
。
也
そ
以
て
子

hm
カ
ダ

高
田

石
川
部
竹
訟
の
内
の
小
手
。

hm
ガ
hm

由
形

以
半
加
州
北
七
悔
の
内
の
小
字
o

h
F
カ
h
F
ウ
ゲ
ジ
ヨ
ウ
一
一山一周
峠
城

川
胎
別
に
在
っ

た
。
越
宥
釘
三
州
芯
放
城
考
に
、
こ
の
城
の
所
在
は

小
二
又
村
の
北
で
、
乙
丸
村
か
ら
三
盟
泊
を
隠
っ
て

ゐ
る
が
、
乙
丸
の
飛
地
で
あ
る
。
越
中
川
上
の
矧
白

日
向
守
が
町
た
と
い
斗
が
明
ら
か
で
な
い
と
記
し
て

ゐ
る
。 主

力
安

高
田

鹿
島
抑
止
品
川
保
に
邸
す
る
都
市
附
。

能
臣
官
名
跡
芯
に
、『
向
山
村
、
則
的
出
よ
り
返
し
0

・高

級
氏
の
十
村
役
あ
り
。
此
服
卿
は
、
日
目
家
臣
浦
野
富
山

右
衛
門
屋
以
跡
に
て
、
門
前
に
馬
場
開
甲
あ
り
。
此
村

蛸
に
岱
同
航
路
品
川
一
誘
の
札
所
の
脱
出
円
あ
り
。
出
口

に
二
宮
川
と
て
大
川
あ
り
。
長
十

一
聞
の
舗
あ
り
。
』

と
あ
る
。

在
る
山
。
一品
さ
制
上
測
定
九

O
米
。
地
質
第
三
紀
居
。

タ
カ
h
F

官同国

m
羽
咋
郡
白
木
院
に
図
す
る
部
世
間
。

領
家
町
村

・
地
問
川
村
と
共
に
惣
栴
し
て
抗
来
と
揺

す
る
。

五
O

弟
に
教
授
し
た
o

aカ
hmゼ
ン
ゾ
ウ

高
田
善
一
蹴
』
タ
カ
タ
タ
不

ノ
プ
高
旧
日
叫
持
。

タ
カ
hmゼ
ン
ゾ
ウ
デ
ン
一
品
目
善
蕨
健

一
冊
。

外
凶
に
忠
烈
と
向
也
が
あ
る
。
一
名
加
防
忠
孝
白
血
目

前

U
。
著
者
不
祥
。
安
永
丸
年
ご
且
八
日
前
川
市
一曲目の

隠
同
盟
す
る
金
谷
御
殿
に
於
い
て
高
凶
器
磁
が
中
村
山

右
衛
門
中
一
刺
殺
し
た
首
尾
脅
密
い
た
も
の
で
、
前
放

の
行
紋
と
庇
右
衛
門
の
非
訟
に
就
い
て
可
な
り
特
訓

に
述
べ
て
あ
る
。
こ
の
取
件
の
由
民
相
は
明
ら
か
に
知

れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
首
時
哲
聞
に
似
へ
ら
れ

た
腕
は
略
本
m
U
の
如
〈
で
あ
ら
う
。
但
L
烈
杷
も
な

い
で
は
な
い
。

h
F
カ
h
F
ダ
イ
リ
ン
ポ
ウ

・一目白
回
大
林
坊

白
田
川
山

初
、
金
柑
仲
間
努
町
に
住
ん
だ
幻
術
附
で
、
も
と
邸
中

関
野
の
百
姓
の
子
で
あ
っ
た
。
十
一
践
の
附
依
怒
り

し
た
際
、
江
州
愛
知
川
か
ら
奥
併
と
問
遣
し
て
そ
の

術
を
習
う
た
と
い
ひ
、
帯
刀
し
た
陰
陽
師
と
な
っ
て

金
保
を
俳
個
し
た
が
、
後
務
訟
に
背
〈
こ
と
が
あ
っ

て
、
越
中
に
拍
山
政
せ
ら
れ
た
。

主
力
主
主
ネ
ツ
グ
一
一品
田
穏
次

泡
抑
制
銭
=
一
郎

・

治
太
夫

・
普
右
衛
門
。
も
と
村
氏
。
一
品
開
世
将
戦
稲
災

の
切
腹
し
た
後
、
天
明
六
年
定
且
義
蔵
の
矢
治
太
夫

蔀
賢
の
名
跡
と
し
て
百
石
を
受
け
、
文
政
二
年
前
山

野
泰
御
抱
守
を
銀
、
三
年
御
附
大
小
将
諮
問
と
し
て

五
十
石
を
加
へ
、
文
政
七
年
百
石
を
増
し
、
御
先
手

顕
よ
り
次
第
に
界
准

L
て
定
番
一
聞
に
索
。
、
天
保
十

一
日
ヰ
二
百
石
を
加
へ
、
十
四
年
六
且
則
明
日
後

L
た
。

主
力
主
主
ネ
ノ
プ

高
田
績
表
泊
都
将
説
。
大

小
将
組
に
班
惜
し
て
五
百
有
を
受
け
、
限
帥
間
後
の
前
川

恵
敬
に
仕
へ
て
民
た
。
安
永
九
年
二
且
八
日
活
版
金

谷
御
殿
に
出
動
L
、
定
番
顕
飢
品
開
御
用
部
恩
知
行
八

百
石
の
中
村
泌
右
衛
門
野
の
}
阜
市
山
ろ
を
待
ち
、
之
を
一


